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八
頭
町
の
梨
、
お
い
し
い
ね
！
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今
年

も
、味

覚
の

秋
が

や
っ

て
き

ま
し

た
。は

っ
と

う
フ

ル
ー

ツ
観

光
園（

徳
丸

地
内

）の
オ

ー
プ

ン
を

記
念

し
て

、8月
26日（

火
）に

町
内

の
年

長
園

児
た

ち
約

100人
が

梨
狩

り
を

し
ま

し
た

。園
児

た
ち

は
、背

伸
び

を
し

な
が

ら
大

き
な

梨
を

も
ぎ

と
り

、甘
く

て
み

ず
み

ず
し

い
梨

を
い

た
だ

き
ま

し
た

。 （
関

連
記

事
ｐ

２
1）



「
笑
顔
あ
ふ
れ
る  

住
み
よ
い
ま
ち

住
む
な
ら
八
頭
町
」を
目
指
し
て

八
頭
町
人
口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）に
対
す
る
ご
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
し
ま
す

現
在
、
日
本
全
国
で
人
口
減
少
対
策
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

地
方
か
ら
大
都
市
へ
の
人
口
移
動
が
激
し

く
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
地
方
の
人
口

急
減
と
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
と
い
う
２

極
化
が
進
み
、
地
方
の
衰
退
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
八
頭
町
で
は
、
何
と
か
人
口
減

少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
、
昨
年

10
月
に
人
口
減
少
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
や
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
八
頭
町
人
口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
」（
案
）

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

多
数
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

①
人
口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
っ
て
な
に
？

日
本
全
体
が
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し

て
い
る
中
、
八
頭
町
の
人
口
減
少
も
加
速

度
的
に
進
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
各
種
デ

ー
タ
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
分

析
に
よ
り
、
人
口
減
少
に
至
っ
た
要
因
や

課
題
等
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
人
口
減

少
に
対
す
る
施
策
を
取
り
ま
と
め
、
人
口

の
流
出
・
減
少
を
抑
制
し
、
定
住
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
様
々
な
計
画
を

示
し
た
も
の
で
す
。

②
計
画
期
間
は
？

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の

５
年
間
の
計
画
で
す
が
、国
や
県
の
動
向
、

環
境
の
変
化
等
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て
修

正
を
加
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

③
将
来
人
口
は
？

本
町
の
人
口
は
、平
成
17
年
度
合
併
時
の

国
勢
調
査
に
よ
る
と
１
万
９
４
３
４
人
で
し

た
が
、平
成
22
年
度
に
は
１
万
８
４
２
７
人

で
、
平
成
17
年
度
よ
り
１
千
７
人
の
減
、

５・２
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。人
口
動

態
の
推
移
を
み
る
と
、死
亡
が
出
生
を
上
回

る
自
然
減
が
平
成
17
年
は
1
0
3
人
の
減

で
し
た
が
、平
成
22
年
は
1
2
3
人
の
減
と

減
少
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
転
出
が

転
入
を
上
回
る
社
会
減
は
、
平
成
17
年
が

8
人
減
だ
っ
た
も
の
が
平
成
22
年
は
1
0
7

人
の
大
幅
な
減
少
と
な
り
、そ
の
差
が
大
き

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
階
層
別
人
口
に
つ
い
て
は
、
年
少

人
口
の
減
少
と
老
年
人
口
の
増
加
の
傾
向

が
顕
著
で
あ
り
、
人
口
構
成
に
お
い
て
少

子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

資
料
に
よ
る
全
国
将
来
推
計
人
口
に
よ

る
と
、
本
町
の
総
人
口
は
平
成
22
年
の

１
万
８
４
２
７
人
が
、
平
成
52
年
に
は

１
万
２
５
２
９
人
で
、
３２
・
０
％
減
に
な
る

も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

2YAZU
2014.10



①
恒
常
的
に
続
く
自
然
減
・
社
会
減

自
然
減
、
社
会
減
の
状
態
が
恒
常
的
に

続
い
て
お
り
、
自
然
減
に
つ
い
て
は
出
生

数
が
少
な
い
こ
と
、
社
会
減
に
つ
い
て
は

仕
事
関
連
の
た
め
に
転
出
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
出
生
数
を
増
や

す
取
り
組
み
や
、
子
育
て
支
援
、
地
域
交

通
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、転
出
抑
制
・

定
住
促
進
へ
の
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②
年
少
人
口
割
合
の
低
下

鳥
取
県
年
齢
別
推
計
人
口
調
査
（
平
成

24
年
10
月
）
で
は
、
本
町
の
年
少
人
口
割

合
は
12
・
５
％
と
県
内
で
９
番
目
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
鳥
取
県
全
体
で
の
年
少
人

口
減
少
割
合
の
13
・
２
％
を
下
回
っ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
将
来
の
人
口
減
少
の
加

速
に
つ
な
が
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
年
少
人
口
割
合
を
増
加
さ
せ
る
こ

と
が
、
本
町
の
重
要
課
題
で
す
。

③
出
生
数
の
低
下
と
未
婚
率
の
増
加

本
町
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
鳥
取
県

及
び
鳥
取
市
と
比
較
し
て
も
低
い
数
値
で

あ
り
、
そ
の
対
策
が
重
要
で
す
。
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
か
ら
も
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

対
策
と
し
て
「
子
育
て
環
境
の
充
実
」
が

上
位
に
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る

施
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
未
婚

率
の
改
善
を
行
う
こ
と
も
本
町
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

④
子
育
て
支
援
策
の
不
足

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
子
育
て
世
代

が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

子
育
て
、
地
域
交
通
で
の
現
状
不
満
が
転

出
意
向
に
結
び
つ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
分
析
結
果
か
ら
判
明
し
ま
し

た
。出

生
率
が
低
く
、
年
少
人
口
割
合
が
低

い
本
町
に
お
い
て
は
、
子
育
て
支
援
策
の

充
実
を
図
り
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

⑤
交
通
と
住
環
境
整
備
の
不
備

利
用
者
の
減
少
、採
算
性
な
ど
に
よ
り
、

公
共
交
通
機
関
の
撤
退
や
縮
小
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
商
業
施
設
に
お
い

て
も
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
中
山
間
地
域

か
ら
撤
退
し
、
市
街
地
や
町
の
中
心
地
に

集
中
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
民

満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
も
、
地
域
交
通

の
利
便
性
、
商
業
利
便
性
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
町
は
鳥
取
市
に
隣
接
す
る
と
い
う
地

理
的
優
位
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
朝
夕
の

通
勤
・
通
学
ラ
ッ
シ
ュ
改
善
対
策
へ
の
取

り
組
み
や
鳥
取
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
の

促
進
を
図
る
よ
う
、
国
や
鳥
取
県
、
そ
し

て
民
間
事
業
者
と
共
同
し
て
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

⑥
働
き
場
の
不
足

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
「
ま
ち
の
発
展
に

何
を
望
む
か
」
で
、「
産
業
が
さ
か
ん
で
、

働
く
場
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
」
の
回
答

が
上
位
に
あ
が
り
ま
し
た
。
生
活
の
前
提

と
な
る
「
働
く
場
の
確
保
」
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
企
業
誘
致
等
を
進

め
、
積
極
的
な
起
業
・
就
業
へ
の
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❖皆さんからのご意見（パブリックコメント）を募集します❖
【募 集 対 象 者】 町内在住者か町内事業所に勤務されている方
【意見提出方法】  住所、氏名または名称、連絡先、提出者の属性（町内住勤等）を明記のうえ、役

場企画課へ直接提出されるか、次のいずれかの方法で送付してください。
　★FAXの場合 ……………… 0858-84-2818
　★郵送の場合………………… 〒680-0601　八頭町北山63番地1　八頭町役場 企画課宛
　★電子メールの場合………… E-mail： yazu-kikaku@town.yazu.tottori.jp
【募 集 期 間】 平成26年10月1日（水）～10月31日（金）
【問 い 合 わ せ】 八頭町役場企画課 ☎ 84-1228
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八
頭
町
人
口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）の
概
要

前
ペ
ー
ジ
で
の
八
頭
町
の
課
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
、
本
町
の
人
口
減
少
は

更
に
加
速
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
人
口
減

少
対
策
を
行
う
に
は
、
効
果
的
か
つ
効

率
的
な
施
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
施
策
の
対
象
と

な
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
そ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
て
、
重
点
的
に
施

策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
八
頭
町
で
は
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を「
子

育
て
世
代
」
と
し
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る

住
み
よ
い
ま
ち　

住
む
な
ら
八
頭
町
」

を
人
口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
像

と
し
て
、
①
若
年
層
へ
の
支
援
、
②
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
③
地
域

交
通
・
住
環
境
整
備
の
促
進
、
④
定
住

促
進
と
転
出
入
対
策
、
⑤
雇
用
対
策
と

起
業
・
就
業
の
支
援
、
⑥
主
要
産
業
の

活
用
と
担
い
手
確
保
を
展
開
し
、
本
町

の
課
題
解
決
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終

了
年
度
の
最
終
目
標
数
値
を
明
確
に
し
、

目
標
に
向
か
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
行

政
が
協
働
す
る
中
で
人
口
減
少
対
策
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

❷
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

○
不
妊
治
療
へ
の
助
成

○
男
性
の
子
育
て
参
画
事
業
の
推
進

○�

母
親
が
情
報
を
共
有
で
き
る
場
の
拡

充
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
充
実
）

○�

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
や
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
等
の
拠
点
施

設
の
設
置

○�

図
書
館
に
お
け
る
子
ど
も
の
た
め
の

絵
本
等
の
充
実

○
保
育
所
型
認
定
子
ど
も
園
の
創
設

○
保
育
所
の
適
正
配
置

○�

乳
児
保
育
、
障
が
い
児
保
育
、
延

長
保
育
、
土
曜
保
育
な
ど
、
多
様

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○
保
育
所
送
迎
用
バ
ス
の
運
行

○
保
育
料
の
軽
減

○�

乳
児
を
持
つ
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減

○�
小
中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級

へ
の
取
り
組
み

○�

学
校
給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
の
充
実

○�

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
し
、
安
全
・

安
心
な
通
学
対
策
を
図
る

❶
若
年
層
へ
の
支
援

○
青
年
団
（
組
織
）
の
育
成
支
援

○�

若
者
の
交
流
、社
交
の
場
の
確
保（
空

き
施
設
等
利
用
）

○�

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
団
体
・

企
業
へ
の
支
援
制
度
の
創
設

○�

ま
ち
コ
ン
な
ど
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

○�
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
派
遣
事
業
、
芸

術
宅
配
便
の
積
極
的
活
用
な
ど
八
頭

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
室
の
開
催

❸
地
域
交
通
・
住
環
境
整
備
の
促
進

○�

鳥
取
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
を
促
進

す
る
た
め
の
道
路
、
連
絡
道
路
等
の

整
備

○
宅
地
造
成
の
促
進

○�

高
齢
者
な
ど
買
い
物
弱
者
に
対
す
る

買
い
物
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

○�

芸
術
村
な
ど
の
、
特
色
あ
る
地
域
活

性
化
の
拠
点
施
設
の
整
備
（
空
き
施

設
の
活
用
）

○�

船
岡
・
八
東
地
域
の
中
心
部
に
お
け

る
医
療
機
関
、
商
業
施
設
、
公
共
施

設
等
を
集
約
す
る
取
り
組
み
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❹
定
住
促
進
と
転
出
入
対
策

○�
移
住
定
住
相
談
会
や
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

○
移
住
定
住
相
談
員
の
配
置

○
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
者
へ
の
就
労
支
援

○�

お
試
し
住
宅
並
び
に
公
営
住
宅
の
検

討
○�

退
職
後
の
夫
婦
、
子
育
て
世
代
へ
の

移
住
支
援
策
の
推
進

○�

空
き
施
設
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て

若
者
や
外
国
人
に
低
額
で
貸
し
出
す

制
度
の
整
備

○�

空
き
家
へ
の
入
居
者
に
対
す
る
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
制
度
の
創
設

○�

新
築
住
宅
を
取
得
し
た
方
を
対
象
に

固
定
資
産
税
を
減
免

○�

空
き
家
を
取
得
し
て
、
定
住
さ
れ
る

方
を
対
象
に
固
定
資
産
税
を
減
免

○�

大
学
生
等
を
講
師
に
招
い
て
の
学
習

塾
の
開
設
（
空
き
施
設
の
活
用
）

❻
主
要
産
業
の
活
用
と
担
い
手
確
保

○�

大
規
模
農
業
・
林
業
の
支
援
を
図
る

こ
と
に
よ
る
雇
用
の
拡
大

○�

遊
休
、
放
作
放
棄
地
等
を
有
効
利
用

し
て
の
、
農
業
分
野
の
雇
用
確
保

○�

農
業
、
林
業
等
の
就
業
機
会
を
掘
り

起
し
、
起
業
に
よ
る
雇
用
の
確
保

○�

農
業
が
し
た
い
若
者
を
募
集
し
、
定

住
に
つ
な
げ
る
支
援
制
度
の
整
備

○�

高
校
、
大
学
と
の
連
携
促
進
（
人
材

の
活
用
）

○�

町
に
足
り
な
い
機
能
を
持
つ
人
を
逆

指
名
し
、
仕
事
ご
と
移
り
住
ん
で
も

ら
う
な
ど
の
取
り
組
み
の
促
進

❺
雇
用
対
策
と
起
業
・
就
業
の
支
援

○�

介
護
・
福
祉
・
Ｉ
Ｔ
産
業
等
の
企
業

誘
致
（
空
き
工
場
、
遊
休
施
設
、
跡

地
を
利
用
）

○�

鳥
取
県
や
他
市
町
と
連
携
し
た
企
業

誘
致
の
促
進

○�

県
外
か
ら
の
企
業
誘
致
を
推
進
す
る

た
め
の
優
遇
措
置
の
拡
大

○
地
場
産
業
の
掘
り
起
し

○�

新
た
に
進
出
す
る
企
業
や
起
業
に
対

す
る
支
援
策
の
充
実
（
税
金
、
使
用

料
等
）

○�

雇
用
環
境
の
改
善
（
若
者
の
低
賃
金

化
等
）

○�

６
次
産
業
の
強
化
に
よ
る
雇
用
の
確

保

主 な 目 標 数 値
項　　　目 2013年（H25年）

目 標 数 値
2019年度末（H31年度末) 引用資料

八頭町の 人口　 （H22）18,427人 （H32）17,000人 国勢調査
　  〃　  出生数（年間） 121人 140人 人口移動調査
　  〃　  死亡数（年間） 251人 250人 人口移動調査
　  〃　  転入者（年間） 361人 450人 人口移動調査
　  〃　  転出者（年間） 533人 500人 人口移動調査
　  〃　  生涯未婚率（男性） （H22）　18.5％ （H32）　16.6 ％ 国勢調査
　  〃　  生涯未婚率（女性） （H22）　6.4�％ （H32）　  5.8 ％ 国勢調査
　  〃　  合計特殊出生率 （H23）　1.47％ 1.61％ 人口動態統計
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よ
い
刺
激
を
与
え
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
成

長
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。」
な
ど
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、「
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。実
践
し
や
す
い
内
容
で
よ
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後

に
大
人
同
士
の
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
行

い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く

事
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

 
女
性
医
療
講
座

鳥
取
市
立
病
院
の
長
治
先
生
を
迎
え

て
、
女
性
特
有
の
生
殖
器
の
疾
病
や
検
診

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
ま
た
八
頭
町
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

法
律
講
座

　
「
な
ん
で
も
相
談
」
で
お
な
じ
み
の
弁

護
士
、
三
谷
先
生
に
生
活
に
役
立
つ
法
律

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

虫
よ
け
ク
リ
ー
ム
作
り

　

ミ
ツ
ロ
ウ
と
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル

を
使
っ
て
天
然
の
虫
よ
け
ク
リ
ー
ム
作
り

を
し
ま
し
た
。
一
昨
年
も
開
催
し
た
の
で

す
が
、
再
度
講
座
を
し
て
ほ
し
い
と
住
民

の
方
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
開
催
し
ま
し

た
。
虫
よ
け
効
果
の
あ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
オ
イ
ル
を
３
つ
用
意
し
蚊
よ
け
効
果
の

あ
る
も
の
、
か
ゆ
み
止
め
に
も
な
る
も
の

等
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好
み
の
香
り
と
効
果
を

確
か
め
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
参
加
者
の

方
か
ら
「
簡
単
で
分
か
り
や
す
く
、
す
ぐ

作
れ
た
」「
色
々
な
人
と
話
が
出
来
る
の

も
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

去
年
も
好
評
だ
っ
た
講
座
で
す
。
午
前

中
は
保
護
者
向
け
、
午
後
は
保
育
士
向
け

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ
が
初
め
て
の
方
も
あ
り
、
最
初
は
緊

張
気
味
で
し
た
が
、
柔
ら
か
な
ア
ロ
マ
の

香
り
の
中
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
で

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
講
師
の

井
上
先
生
は
、「
肌
に
触
れ
る
、
と
い
う

こ
と
は
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。
肌
へ
の
刺
激
は
脳
へ
の
刺
激
。
程

�

リ
ー
ダ
ー
研
修

男
女
共
同
参
画
の
先
進
地
で
あ
る
大

阪
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
か
が

や
き
広
場
」
に
つ
い
て
、
上
半
期
の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

下
半
期
も
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

〒680-0607
八頭町徳丸578-1

☎ 84-2361
FAX 84-2362
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女性医療講座リーダー研修

虫よけクリーム作り

6/11(水)

6/21(土)

ベビーマッサージ講座

4/19(土)5/16(金)

5/21(水)



�

親
子
運
動
教
室

　

鳥
取
市
内
で
子
ど
も
向
け
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
を
運
営
さ
れ
て
い
る
「
チ
ャ

レ
キ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
方
を
講

師
に
、
親
子
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

タ
オ
ル
を
使
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り

「
タ
オ
ル
取
り
ゲ
ー
ム
」
や
「
体
で
タ
オ
ル

キ
ャ
ッ
チ
」
な
ど
、「
運
動
」
と
い
う
よ
り
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
体
を
使
う
内
容
で
、
会
場

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
親
子
の
楽
し
い
歓
声
が

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

�
公
職
選
挙
法
講
座

　
「
男
女
が
政
治
活
動
…
そ
の
他
の
政
治

活
動
に
対
等
な
立
場
で
参
画
し
、
…
」
と

い
う
「
八
頭
町
男
女
が
と
も
に
輝
く
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

先
ず
は
選
挙
の
仕
組
み
を
知
り
、
よ
り
よ

い
社
会
づ
く
り
に
参
加
す
る
た
め
の
講
座

を
、
鳥
取
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
宮
本
さ

ん
を
講
師
に
開
催
し
ま
し
た
。
日
頃
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
見
聞
き
す
る
言
葉
を
改
め
て

説
明
し
て
も
ら
い
、
有
権
者
や
政
治
家
が

守
る
ル
ー
ル
の
再
確
認
を
し
た
り
、
投
票

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

�

ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
講
座

海
や
プ
ー
ル
の
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、

今
年
は
父
親
・
祖
父
の
た
め
の
ベ
ビ
ー
ス

イ
ミ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
去
年
は
母

親
対
象
で
し
た
が
、
土
曜
日
の
講
座
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
家
族
連
れ
で
の
参
加

が
印
象
的
で
し
た
。
プ
ー
ル
が
初
め
て
で

泣
い
て
し
ま
う
お
子
さ
ん
も
あ
り
ま
し
た

が
、音
楽
に
合
わ
せ
て
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、

手
を
沿
え
な
が
ら
バ
タ
足
を
し
た
り
、
と

鳥
取
県
水
泳
連
盟
の
三
吉
さ
ん
の
指
導
の

下
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

�

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

鳥
の
劇
場
に
よ
る
演
劇
「
ど
ろ
ぼ
う
が

っ
こ
う
」
の
上
演
を
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
、

子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し

た
。
特
設
の
舞
台
を
組
ん
で
の
上
演
に
、

大
人
も
子
ど
も
も
一
気
に
ひ
き
こ
ま
れ
、

一
緒
に
笑
っ
た
り
、
声
を
あ
げ
た
り
、
間

近
で
観
る
迫
力
あ
る
演
劇
に
、
大
満
足
の

様
子
で
し
た
。
ま
た
、「
劇
中
の
セ
リ
フ
や

動
き
を
家
に
帰
っ
て
か
ら
真
似
し
て
ま
し

た
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
し
た
。

幼
い
う
ち
に
生
の
芸
術
文
化
に
触
れ
た
り
、

保
護
者
と
一
緒
に
時
間
を
過
ご
す
、
と
い

う
事
は
、
目
に
見
え
な
い
財
産
と
な
っ
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
、
そ
う

め
ん
流
し
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ハ
ッ

ピ
ー
た
い
焼
き
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
家
族
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
子

育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
し
た
。
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ベビースイミング講座

7/9(水)

8/23(土)

公職選挙法講座

子育てフェスティバル

今後の予定
10/5　親子アウトドア講座
10/28　町長と語る会
11/9　男女共同参画フェスティバル
11/21　ＤＶ防止啓発講座
12/13　コミュニケーション講座
1/16　かきもち作り
2/20　女性チャレンジ講座
3/13　エコクラフトバック作り
3/22　春休みロードショー

そ
の
他
、
こ
ん
な
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

◆ 

男
女
共
同
参
画
出
前
講
座

◆  

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
か
る
た
・
子

育
て
か
る
た
の
普
及
活
動

◆ 

図
書
・
絵
本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

7/12(土)

8/3(日)



子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

幼
児
期
の
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
「
量
」
の
拡
充
と
「
質
」

の
向
上
の
両
面
か
ら
進
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
全
国
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
共
働
き
家
庭
だ
け
で
な

く
、
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

仕
組
み
で
す
。
ご
家
庭
で
子
育
て
を
す
る

保
護
者
も
利
用
で
き
る
「
一
時
預
か
り
」

や
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
子
育
て
相
談
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
「
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
」、
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小

学
生
の
通
う
「
放
課
後
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
を
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

３
つ
の
認
定
区
分

新
制
度
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
の
利
用
を
希
望
す
る
場

合
、
次
の
と
お
り
施
設
の
種
類
に
応
じ
て

町
の
認
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□�

３
歳
以
上
で
幼
稚
園
、
ま
た
は
認
定

こ
ど
も
園
（
幼
児
教
育
）
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合�

→　

１
号
認
定

□�

３
歳
以
上
で
保
育
所
、
ま
た
は
認
定

こ
ど
も
園
（
保
育
）
の
利
用
を
希
望

し
、
保
育
の
必
要
な
事
由
（
注
1
）

に
該
当
す
る
場
合�

→　

２
号
認
定

□�

３
歳
未
満
で
保
育
所
、
ま
た
は
認
定

こ
ど
も
園
（
保
育
）
の
利
用
を
希
望

し
、
保
育
の
必
要
な
事
由
（
注
1
）

に
該
当
す
る
場
合�

→　

３
号
認
定

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
平
成
27
年
度
の
入

所
申
し
込
み
（
町
内
保
育
所
に
お
い
て
は

平
成
26
年
11
月
下
旬
頃
受
付
開
始
予
定
）

か
ら
「
認
定
申
請
」
と
い
う
手
続
き
に
か

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

注
1�

「
保
育
の
必
要
な
事
由
」
と
は
、

就
労
（
共
働
き
）、
妊
娠
・
出
産
、

同
居
親
族
の
介
護
、
求
職
活
動
な

ど
の
た
め
、
保
護
者
が
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
と
町
が
認
め
る
事
由
。

※�

「
保
育
の
必
要
な
事
由
」
が
あ
っ
て

も
、
保
護
者
の
希
望
に
よ
り
、
１
号

認
定
を
受
け
て
幼
稚
園
ま
た
は
認
定

こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
こ
と
は
可

能
。
た
だ
し
、
八
頭
町
内
に
は
幼
稚

園
並
び
に
認
定
こ
ど
も
園
が
な
い
の

で
、
利
用
希
望
の
場
合
、
町
外
の
幼

稚
園
ま
た
は
認
定
こ
ど
も
園
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
育
料
は
ど
う
な
る
の
？

保
育
所
等
で
の
保
育
料
は
、
現
在
は
保

護
者
の
所
得
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
制
度
の
保
育
料
に
つ
い
て
も
現
行

と
同
様
に
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て
設
定

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
幼
稚
園
等
の
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
園
ご
と
に
す
べ
て
の
園
児

が
一
律
に
同
じ
保
育
料
を
納
め
て
い
ま
し

た
が
、
新
制
度
で
は
保
護
者
の
所
得
に
応

じ
て
保
育
料
が
決
ま
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。（
一
部
の
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
新

制
度
に
移
行
し
な
い
幼
稚
園
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。）
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幼稚園とは

幼児期の教育を行う施設
○対象…3～5歳
○�利用時間…昼過ぎ頃までの教
育時間のほか、園により教育
時間前後や休業中の教育活動
（預かり保育）などを実施
○利用できる保護者…制限なし

保育所とは

就労等のため家庭で保育のでき
ない保護者に代わって保育する施設
○対象…０～5歳
○�利用時間…夕方までの保育の
ほか、園により延長保育を実施
○�利用できる保護者…共働き
世帯など、家庭で保育がで
きない保護者

認定こども園とは

教育と保育を一体的に行う施設
○対象…０～5歳
○�利用時間および利用できる
保護者…幼稚部は幼稚園と同
じ、保育部は保育所と同じ
※�保護者の離職など、就労状況
が変わった場合も、通い慣れ
た園を継続して利用できる。

保護者

１　利用申し込み

２　入園内定 ３認定申請

４認定

幼稚園または
認定こども園（幼児教育）

５　認　定

６　契　約
市町村

保護者

１　認定申請

２　認　定５　契　約

保育所または
認定こども園（保育）

３　利用申し込み

４　利用調整
市町村

○３歳以上で幼稚園、または認定こども園（幼児教育）の利用を希望する場合…１号認定

○保育所、または認定こども園（保育）の利用を希望する場合…２号認定、３号認定

　　施設によって入所手続きが異なります　　
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福 

祉 

環 

境 

課
　
☎
76
︱
0
2
0
5

船 

岡 

住 

民 

課
　
☎
72
︱
0
0
4
4

八 

東 

住 

民 

課
　
☎
84
︱
1
2
2
0

問合せ先

福
祉
環
境
課
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
活
動
功
労
者
表
彰

８
月
28
日
（
木
）、
倉
吉
未
来
中
心
で
、

平
成
26
年
度
県
民
総
合
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
、
県
内
で
社
会
福

祉
活
動
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
や
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

八
頭
町
か
ら
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

 

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰 

○
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
職
員
功
労
者

　

山
下
由
美
子
（
八
頭
町
社
協
）

　

吉
田
文
子
（
八
頭
町
社
協
）

　

田
中
葉
子
（
八
頭
町
社
協
）

　

松
本
初
美
（
鳥
取
福
祉
会
の
ぞ
み
保
育
園
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

　

加
藤
英
子
（
北
山
）

　

保
木
本
眞
智
惠
（
才
代
）

　

前
田
仲
惠
（
下
峰
寺
）

　

西
村
滿
里
子
（
稲
荷
）

 

鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰 

○
個
人
表
彰
の
部

　

山
﨑
洋
一
（
市
場
）

 

鳥
取
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
長
表
彰 

○
自
立
更
生
功
労
者
表
彰

　

浦
林
京
子
（
下
野
）

○
役
員
功
労

　

安
部
豊
美
（
福
地
）

　

井
㞍
松
代
（
日
田
）

 

鳥
取
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
長
表
彰 

○
感
謝
の
部

　

山
根
紀
幸
（
白
兎
は
ま
な
す
園
）
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環境パトロール実施中！ コンポストの購入補助
八頭町では、不法投棄を防ぐために環境パト
ロールを実施したり、監視カメラを設置してい
ます。
ごみのポイ捨ては不法投棄であり、犯罪で
す。不法投棄は景観を損ねるだけでなく、環境
に悪影響を及ぼし、土地の管理者に多大な迷惑
をかけます。投棄物等を調査し、投棄者が判明
した場合は警察に通報し
ます。
不法投棄は、5年以下
の懲役または1千万円
（法人は1億円）以下の
罰金など、厳しい罰則が
設けられています。絶対
にやめましょう。
不法投棄のない美しい
町を守るには、住民の皆
さんの協力が不可欠で
す。不法投棄をしない、
させない環境づくりに力
を合わせて取り組みまし
ょう。

八頭町では、生ゴミのリサイクル推進と可燃
ごみ削減のため、コンポストの購入に対して助
成をしています。
助成を希望される方は、福祉

環境課へお問い合わせくださ
い。

  コンポストの購入補助  
1．補助対象品目
コンポストタイプの生ごみ
処理機
（各家庭に2基まで）
※電動式タイプは助成対象外です。

2．補助金額
購入金額の1／2補助。
（上限3,000円、1,000円未満の端数は切り
捨て）

3．申請に必要な物
・�コンポストタイプの生ごみ処理機を購
入したことが分かる領収書

・印鑑
・�振込先の通帳（口座登録をしている方
と、窓口払いを希望される方は不要）監視カメラ

コンポスト



八
頭
町
教
育
委
員
会
主
催
の
体
験
合
宿

「
夏
に
こ
ぎ
だ
せ
ジ
オ
パ
ー
ク
探
検
！
」

が
８
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、
岩
美
自
然

学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
に
は
、
町
内
の
小
学
５
、６

年
生
18
名
が
参
加
し
、
岩
美
町
の
「
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体

験
や
海
辺
の
散
策
を
楽
し
み
、
ま
た
、
お

互
い
に
協
力
し
て
食
事
作
り
や
洗
濯
な
ど

様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
集
団
生
活

に
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
る
様
子
で
し
た

が
、
共
に
活
動
を
行
う
中
で
し
だ
い
に
打

ち
解
け
あ
い
、
互
い
に
協
力
し
て
合
宿
を

乗
り
切
り
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
体
験
が
、
子
ど
も
た
ち
の

今
後
の
成
長
の
糧
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

八
頭
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
『
ス
ポ
ー
ツ
教
室
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

７
月
19
日
に
は
鳥
取
県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
協
会
の
方
々
を
講
師
に
お
迎
え
し
『
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室
』を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
初
め
て
の
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
ラ
リ

ー
も
続
き
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ま
た
、『
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
教
室
』
は
、

５
月
か
ら
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
今
後
の
開
催
日
は
左
記
の
と
お
り
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
今
後
も

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　お
知
ら
せ

問合せ先
学
校
教
育
課

　☎ 

84-

1
2
3
1

社
会
教
育
課

　☎ 

84-

1
2
3
2

古
代
八
頭
の
姿
に
迫
る
!!

～
ま
ち
の
お
宝
発
見
伝
～

み
な
さ
ん
は
、
千
数
百
年
前
の
八
頭
町

の
す
が
た
を
想
像
し
て
み
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？
『
人
が
あ
ま
り
住
ん
で
い
な
く

て
未
開
の
地
だ
っ
た･･･

』
な
ん
て
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
て

い
る
遺
跡
の
分
布
状
況
や
発
掘
調
査
の
成

果
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
の
勢
力
を
持
っ

た
氏
族
が
存
在
し
、
非
常
に
広
域
的
に
交

流
を
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
き

て
お
り
、
人
々
が
活
発
に
活
動
し
て
い
た

様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
因
幡
南
東
部
の
八
頭
の
地
に
ひ
と
つ

の
勢
力
基
盤
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
今
か
ら
20
年
前
、

福
本
地
内
で
確
認
さ
れ
た「
福
本
70
号
墳
」

と
い
う
古
墳
（
変
形
八
角
墳
）
が
発
掘
調

査
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
全
国
的
に
類
例
の
な

い
銅
製
の
匙さ

じ

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。当
時
、

全
国
版
の
紙
面
で
、
百く

だ
ら済

（
韓
国
）
の
武ぶ

寧ね
い

王お
う

陵
の
出
土
例
と
類
似
す
る
点
が
あ
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
る
な
ど
、
当
地
の
み
な

ら
ず
全
国
的
な
大
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
歴
史
的
に
も
学
術
的
に

も
重
要
な
八
頭
の
地
に
つ
い
て
、「
福
本

70
号
墳
」
を
切
り
口
と
し
て
、
今
一
度
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
議
論
を
深
め
た
い
と
考

え
、
考
古
学
が
専
門
の
亀
田
修
一
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、み
な
さ
ま
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

スポンジテニス教室
○八東若者体育館

　10月 4日（土）
　11月 1日（土）
　12月13日（土）

○船岡トレーニングセンター
　10月18日（土）

○時間…20:00～21:00
　道具は準備していますので、運動
のできる服装でお越しください。

YAZU
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「
夏
に
こ
ぎ
だ
せ
ジ
オ
パ
ー
ク
探
検
！
」

～
山
陰
海
岸
を
満
喫
～

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
中
！！

シーカヤックに挑戦

八頭町考古学シンポジウム開催！
 開催日時 　10月18日（土）13:30～16:00
　　　　　（受付開始�13:00～）
 場 　 所 　八東体育文化センター
 講 　 演 �「福本70号墳の銅

ど う さ じ

匙が語るもの」
 講 　 師 　亀田修一氏（岡山理科大学�教授）
　※��このほか、パネルディスカッションの開催や

出土遺物の展示コーナーを設けます。お気軽
にお越しください。

 問い合わせ �社会教育課　☎84-1232



保健センターだより 連
絡
先

保 健 係 TEL 72 ー 3566

FAX 72 ー 3565介 護 保 険 係 TEL 72 ー 3555
障 が い 福 祉 係 TEL 72 ー 3590
地域包括支援センター TEL 72 ー 3574

平成 26 年 10月から、予防接種法（昭和 23 年法律第 68号）の一部改正により水痘（水ぼうそう）・高齢者
肺炎球菌予防接種が定期接種になりました。
八頭町では、接種対象者の方々に10月1日から接種いただけるよう、接種券等必要書類を送付していますの
で、接種期限内に必ずお受けください。

水痘（水ぼうそう） 高齢者肺炎球菌

対�象�者

⑴��生後12か月から生後36か月に至るまでの人
⑵��生後36か月から生後60か月に至るまでの人
　（平成26年度限り）

※�すでに水痘にかかったことがある人、任意接種で
受けたことのある人は対象になりません。

⑴��満65、70、75、80、85、90、95、100歳の人　
（101歳以上の人は、平成26年度限り）

⑵��満60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓もしくは呼吸
器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
の機能に障がいのある人

※�任意接種で受けたことのある人は対象になりません。

実施時期 対象者⑴�平成26年10月1日～生後36か月未満
対象者⑵�平成26年10月1日～平成27年3月31日 平成26年10月1日～平成27年3月31日

接種方法 対象者⑴��2回皮下注射
対象者⑵��1回皮下注射 1回筋肉内又は皮下注射

接種に
かかる
費用

個人負担はありません
一人1回　
課税世帯の者…2,000円自己負担
非課税世帯の者…無料

通知方法 個人通知 対象者⑴…個人通知
対象者⑵…対象疾患の障害手帳1級の者に個人通知

実施方法 接種券と予診票を持参のうえ、東部の協力医療機
関で接種

接種券と予診票を持参のうえ、東部の協力医療機関
で接種

※大切なお知らせ　「高齢者肺炎球菌予防接種」の定期化に伴い、現在、八頭町が独自で行っている「75
歳以上の高齢者肺炎球菌予防接種（任意接種）の助成」につきましては、平成 27年度以降廃止となります。

■受け忘れている予防接種はありませんか？■
○�ヒブ、小児肺炎球菌、四種混合（三種混合・ポリオ）、ＢＣＧ、麻しん風しん混合、二種混合、日本脳炎予防接種
など、まだ接種されてない予防接種はありませんか？　母子健康手帳を確認し、未接種の予防接種があれば、
対象の期間内に受けましょう。
○�日本脳炎予防接種の対象年齢が拡大されました。平成7年4月2日生まれから満3歳の年齢の方まで接種が可能
です。詳しくは保健課（郡家保健センター）へお問い合わせください。

今年もインフルエンザ予防接種の助成を行います
インフルエンザの発病及び重症化を防止し、まん延を予防するため、高齢者、乳幼児及び小中学生に対し、
その予防接種費用の一部を助成します。

65歳以上の高齢者等 乳幼児及び小中学生

対�象�者

⑴満65歳以上の高齢者
⑵�満60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓もしくは呼
吸器の機能又は免疫の機能に障がいを有する者
として厚生労働省で定める人

⑴�平成25年生まれの人から中学3年生に相当する年
齢までの人
⑵�生後6か月から1歳未満で、保護者が接種を希望
し、医師が接種を必要と認める人

実施時期 平成26年10月15日～平成26年12月31日 平成26年10月1日～平成26年12月31日

助成の回数
及び費用

一人1回　
課税世帯の者…1,000円自己負担
非課税世帯の者…無料

一人1回
3,000円助成
1回目の差額及び2回目は自己負担

通知方法 対象者⑴…個人通知
対象者⑵…対象疾患の障害手帳1級の者に個人通知

対象者⑴…個人通知
対象者⑵…保護者の申請により、助成券発行

実施方法 受診券と予診票を持参のうえ、東部の協力医療機
関で接種 助成券を持参のうえ、東部の協力医療機関で接種

12YAZU
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健康講座のご案内

八頭町マルシェ会場内で 400ml 全血献血実施

＝ 第 4 回鳥取ピンクリボンフェスタ開催 ＝
～乳がんを知って検診に行こう！！～

 第５回 �10月8日（水）
　　　���9:00～10:00（受付8:50～）
 会 場 �郡家ふれあいドーム
 内 容 �講演「楽しく歩こう！ウォーキング」
 講 師 �F

フィットネス
itness�j

ジャ
a-んぐる　

　　　���運動指導員�馬
ま ぶ ち

渕 牧
ま き こ

子�氏
 第６回 �10月16日（木）
　　　���9:30～11:00（受付9:15～）
 会 場 �郡家ふれあいドーム
 内 容 �講演「ノルディック･ウォークを始めよう！」
 講 師 �ノルディック･ウォーク鳥取東部
ウィードメディカル鳥取本社　門

かどわき

脇　総
そ う し

司　氏

血液は人工的に作ることができず医療現場におけ
る400ml 献血の慢性的な不足により、それを必要と
している人の命の危険に直結します。
皆さまの善意による無償の献血が尊い命を救いま

す。次の日程で献血を行いますので、ぜひこの機会
に献血へのご協力をお願します。
 日時 �10月19日（日）9:00～12:00
 会場 �八頭町マルシェ会場内（八東総合運動公園）

講座に３回参加する毎に「わくわくグッズ」
を進呈します。参加回数に応じて記念品が変
わりますのでお楽しみに♪

皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

あなたのことを大切に思っている人のため、
また大切な自分を乳がんから守るため、乳がん
の知識と早期発見・早期治療を呼びかけるイベ
ントを行います。
 日　時 �10月13日（月・祝）13：00～16：00
 場　所 �イオンモール鳥取北�1F�セントラルコート
 内　容 ��無料乳がん検診（マンモグラフィ撮影+視触

診）、パネル展示、骨密度測定、ちびっこコー
ナーなど

　　　　�「無料乳がん検診」は鳥取県東部地域に
お住まいの40歳以上の方で、本年度八頭
町乳がん検診を受けていない方が対象。
先着30名。

 申し込み期間 �10月6日（月）～10月10日（金）
　　　　　　8：30～17：30　
 申し込み・問い合わせ 
　　　　鳥取県保健事業団（☎0857-23-4841）

結核・肺がん、大腸がん検診の巡回検診を
行います。

中私都・上私都地区
場　　所 時　　間

１０
月
２７
日
（
月
）

篠波（田中さん宅前） 9:00 ～ 9:15

別府多目的集会所 9:35 ～ 9:50

市場（田中医院駐車場） 10:05 ～ 10:20

上津黒作業場 10:40 ～ 11:05

東市場公会堂 11:15 ～ 11:30

姫路公民館 13:30 ～ 13:40

明辺共同出荷場 14:00 ～ 14:30

落岩多目的集会所 14:50 ～ 15:10

山志谷停留所 15:30 ～ 15:50

福地公民館 16:10 ～ 16:30

下私都・国中地区
場　　所 時　　間

１０
月
３０
日
（
木
）

いなば新水園 9:00 ～ 9:40

口山上三叉路 10:00 ～ 10:15

上峰寺多目的集会所 10:35 ～ 10:50

下峰寺公民館 11:10 ～ 11:30

池田作業場 13:30 ～ 13:45

土師百井二集会所 14:00 ～ 14:15

米岡集会所 14:30 ～ 14:45

河原駅前 15:00 ～ 15:15

石田百井公民館 15:30 ～ 15:45

久能寺（ウエシンさん駐車場） 16:00 ～ 16:20

郡家・大御門地区
場　　所 時　　間

１１
月
５
日
（
水
）

下坂公民館 9:00 ～ 9:15

井古公民館 9:35 ～ 9:45

堀越コミュニティセンター 10:00 ～ 10:10

門尾（国旗掲揚台の三差路） 10:25 ～ 10:45

賀茂町公民館 11:00 ～ 11:20

八頭町役場本庁仮庁舎 13:30 ～ 14:00

大門花御所柿の館 14:25 ～ 14:40

市谷柿選果場 14:55 ～ 15:10

西御門川入口農道三差路 15:25 ～ 15:40

※西御門集落、八頭町役場本庁は、検診場所を変
更しています。

・参加費無料
・�1 週間前ま
でにお申し
込みくださ
い

巡回検診（結核・肺がん、大腸がん検診)
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休日検診のご案内
・総合検診を休日に行います。平日検診会場で受診できない方は、ぜひこの機会に受診しましょう。
・休日の乳がん検診については、受診できる人数が限られているため予約が必要です。
・受診を希望される方は事前に、必ず郡家保健センター（☎72-3566）へお申し込みください。

 検診日 �10月25日（土）、12月7日（日）、12月23日（火・祝）
 受付時間 �8:30～10:00　　　 会場 �郡家保健センター

（詳しくは、5月下旬に各家庭にお配りしています総合検診日程表をご覧ください）

10月2７日（月）～1１月2日（日）は精神保健福祉普及運動期間です
精神保健福祉普及運動は、地域社会における精
神保健と精神障がい者の福祉に関する理解を深め、
早期治療、そして社会復帰と自立、社会参加の促
進を図るとともに、精神障がい者の福祉の増進及
び国民の精神保健の向上を図ることを目的として、
毎年全国的に取り組まれています。
近年、現代社会のさまざまなストレス等から
こころの不調や病気を抱え、精神疾患で治療し
ている患者数は全国で急増しており、平成 24 年
度に都道府県が策定した医療計画には、新たに
精神疾患が追加されて 5疾病となり、平成 25 年
度から実施しています。
みなさんは、こころの健康について考えたこ
とがありますか？一生のうちこころの病気にか
かる人は、5人に 1人いるともいわれています。
こころの病気は、特別な人がかかるものでは
なく、誰でもかかる可能性のある病気です。こ
ころの不調や病気は本人や家族が抱えこむこと
も多く、早めにこころの不調に気づいて相談や
受診をすることが大切です。
八頭町では「こころの健康相談」を月に 1 度
実施しています。一人で抱え込まないで身近な

人や相談機関などに相談してみまし
ょう。
この機会に、一人ひとりがこころ
の健康問題や精神保健福祉について
理解を深め、こころの健康づくりに
取り組みましょう。

◆八頭町保健課　保健師
　こころやからだの健康に関してお気軽にご相
談ください。（随時）
　 時間 �8:30～17:15(土日祝を除く)　☎72-3566
◆こころの健康相談（個別相談）
　 受付 �9:30～10:30� 場所 �郡家保健センター
　 日程 �月1回　第2または第3月曜日

八頭町家族会は平成26年 1月25日に発足しま
した。「精神障がい者家族相互の連携の強化」と
「障害者総合支援法等の研修」並びに「障がい者
への正しい理解と認識を広く一般の方へ啓発普及
する」ことを主な目的として活動しています。
ぜひ、活動の輪に加わりませんか？
10 月 18 日（土）レクリエーション（予定）
※詳細は下記事務局にお問い合わせください。
【八頭町家族会事務局】
郡家保健センター内　保健課　☎ 72-3566

◆精神障がい者家族相談ダイアル
　家族による家族のための電話相談（無料）です。
　毎月第3木曜日　13:00～16:00
　☎090-3880-3498

10 月 20 日（月） 1 月 19 日（月）
11 月 17 日（月） 2 月 16 日（月）
12 月 15 日（月） 3 月 16 日（月）

検診の種類 必要なもの

各種がん検診（胃・肺・大腸・子宮・
乳・前立腺がん）

肝炎ウイルス検査
骨粗しょう症検診

◇総合検診受診票
◇大腸がん、子宮がん、乳がん検診クーポン券（対象者へ配付済）
◇肝炎ウイルス検診クーポン券（対象者へ配付済）

※自己負担金は無料です

特定健康診査
後期高齢者健康診査

◇特定健康診査受診券　◇後期高齢者健康診査受診券
◇保険証　　◇受診券に記載されている自己負担金

《 相談窓口のご案内 》

八頭町家族会を紹介します



日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象
1 水 総合検診 受付 8:30～10:00 大御門体育センター 検診案内チラシをご覧ください

2 木
水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般

5 歳児健康診査 通知でお知らせ 郡家保健センター H21.8.12 ～ H21.10.20 生
3 金 総合検診 受付 8:30～10:00 国中改善センター 検診案内チラシをご覧ください

6 月
健康相談 受付 9:30～10:30 八東保健センター 一般

検診結果相談会 受付13:30～13:50 船岡保健センター 9/9 健康診査受診者
7 火 ゆるやか体操教室 14:00～15:00 八東保健センター 一般

8 水 健康講座 （受付8:50）
9:00～10:00 郡家ドーム 一般「ウォーキング講演・実技」

9 木
１歳 6 か月児健康診査 受付12:30～12:45 郡家保健センター H25.2.5 ～ H25.4.9 生

水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般
14 火 ゆるやか体操教室 10:45～11:45 郡家保健センター 一般

15 水
さわやか体操教室 10:45～11:45 郡家保健センター 一般
検診結果相談会 受付13:30～13:50 大江地区公民館 9/17 健康診査受診者

16 木
健康講座 （受付9:15）

9:30～11:00 郡家ドーム 一般
「ノルディックウォーク講演・実技」

水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般
6 か月児健康診査 受付12:45～13:00 郡家保健センター H26.3.6 ～ H26.4.9 生

17 金 検診結果相談会 受付13:30～13:50 上私都改善センター 9/19 健康診査受診者

20 月

健康相談
こころの健康相談 受付 9:30～10:30 郡家保健センター 一般

認知症の人と　　　　　　　　　　　　　　　　　
家族の集い 13:30～15:30 郡家保健センター 認知症の方を介護している家族の

方など
21 火 総合検診 受付 8:30～10:00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください

22 水
総合検診 受付 8:30～10:00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください

さわやか体操教室 10:45～11:45 船岡保健センター 一般
検診結果相談会 受付13:30～13:50 中私都改善センター 9/26 健康診査受診者

23 木
水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般

2 歳児歯科健康診査 受付12:40～12:55 郡家保健センター H24.6.1 ～ H24.7.23 生

24 金
離乳食講習会 （受付9:15）

9:30～12:00 郡家保健センター H25.12.6 ～ H26.1.24 生
H26.5.22 ～ H26.7.9 生

育児相談 13:30～15:30 郡家保健センター H26.7.27 ～ H26.8.24 生
検診結果相談会 受付13:30～13:50 下私都改善センター 9/30 健康診査受診者

25 土 休日総合検診 受付 8:30～10:00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください

27 月
巡回検診 9:00～16:30 郡家地域（中・上私都地区） 検診案内チラシをご覧ください
健康相談 受付 9:30～10:30 船岡保健センター 一般

28 火
総合検診 受付 8:30～10:00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください

検診結果相談会 受付13:30～13:50 大御門体育センター 10/1 健康診査受診者
29 水 総合検診 受付 8:30～10:00 郡家保健センター 検診案内チラシをご覧ください

30 木
巡回検診 9:00～16:20 郡家地域（下私都・国中地区） 検診案内チラシをご覧ください

水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般

4 火
幼児食講習会 （受付10:00）

10:15～13:00 郡家保健センター H25.7.13 ～ H25.10.7 生

健康講座 （受付13:40）
14:00～15:00 郡家保健センター 一般「糖尿病と予防講演」

5 水
巡回検診 9:00～15:40 郡家地域（郡家・大御門地区） 検診案内チラシをご覧ください

さわやか体操教室 10:45～11:45 郡家保健センター 一般
検診結果相談会 受付13:30～13:50 国中改善センター 10/3 健康診査受診者

6 木 水中運動教室 10:45～11:30 八東保健センター 一般
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10月の保健事業10月の保健事業

11月上旬の保健事業11月上旬の保健事業



人権のひ 　ろば 船岡庁舎
人権推進課 ☎72-3976

８
月
５
日(

火)

、
初
の
試
み
と
な
る
、
八
頭
町

同
和
教
育
推
進
協
議
会
専
門
部
の
学
校
教
育
部

会
・
社
会
教
育
部
会
の
合
同
研
修
会
が
、
中
央
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
以

前
か
ら
、
「
学
校
で
の
人
権
・
同
和
教
育
を
知
り

た
い
」
「
学
校
と
地
域
社
会
の
教
育
の
連
携
を
し

た
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
小
学
校
・
保
育
所
の

実
践
発
表
と
意
見
交
換
会
と
い
う
形
で
実
現
し
ま

し
た
。
各
保
育
所
・
小
中
学
校
の
人
権
教
育
担
当

の
先
生
も
交
え
な
が
ら
、
約
４０
名
の
参
加
者
が
子

ど
も
達
の
現
状
を
共
有
し
、
互
い
に
思
い
を
語
り

合
い
ま
し
た
。

●
郡
家
西
小
学
校
の
取
り
組
み　

昨
年
度
の
郡
家
西
小
学
校
５
年
生
は
、
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
「
体
験
す

る
こ
と･

知
識
を
得
る
こ
と･

思
考
す
る
こ
と･

意

見
交
流
を
組
み
合
わ
せ
た
学
習
」
を
し
ま
し
た
。

児
童
は
、
気
づ
き
や
振
り
返
り
を
く
り
返
す
中
で

人
権
感
覚
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
部
落

差
別
の
解
消
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
方
の
生
き

方
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
直

す
こ
と
に
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

個
の
成
長
と
と
も
に
仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
く

学
習
過
程
そ
の
も
の
が
人
権
意
識
を
高
め
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
、
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

研
修
会
の
後
半
は
６
つ
の
班
に
わ
か
れ
、
「
保

育
所
や
学
校
で
の
人
権
教
育
の
学
び
を
、
家
庭
や

地
域
で
の
行
動
化
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
関
係
者
で

ど
の
よ
う
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
意
見
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

●
あ
い
さ
つ
は
相
手
を
認
め
る
こ
と
。
子
ど
も

に
言
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
人
も
し
て
い
く

べ
き
。
子
ど
も
は
あ
い
さ
つ
が
返
っ
て
く
る
の

を
願
っ
て
い
る
。

●
今
の
親
子
は
同
和
教
育
を
受
け
て
い
る
世
代

な
の
に
、
な
ぜ
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
の
か
。

今
ま
で
の
手
法
で
は
な
く
現
在
の
状
況
に
合
わ

せ
た
指
導
が
必
要
で
あ
る
。

●
学
校
で
習
っ
て
き
た
こ
と
を
親
が
否
定
し
な

い
よ
う
に
。
学
校
だ
よ
り
は
子
ど
も
た
ち
の
学

校
で
の
状
況
が
綴
っ
て
あ
り
、
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
親
子
間
で
共
有
す
る
。

●
悪
い
事
例
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
正
そ
う
と

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
し
、
大
人
が
い
る
と
い

う
こ
と
も
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
べ
き
。

今
回
の
研
修
で
、
改
め
て

学
校
・
地
域
・
家
庭
に
お
け

る
連
携
の
大
切
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
差
別
解
消
に
向
け
て

一
人
ひ
と
り
が
実
践
し
て
い
く

力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
八
頭
町
内
の
保
育
所
の
取
り
組
み

八
頭
町
内
の
保
育
所
は
人
権
・
同
和
保
育
全
体

計
画
に
沿
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を
大
切

に
し
、
自
尊
感
情
を
育
み
、
差
別・偏
見
に
気
付
け

る
資
質
を
培
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。日
々
の
保

育
の
中
で
は
、①
い
の
ち（
健
康
）を
大
切
に
す
る
子
ど

も
②
差
別
を
見
抜
き
、差
別
を
許
さ
な
い
子
ど
も
③
豊

か
な
心
を
も
ち
、考
え
て
行
動
す
る
子
ど
も
④
友
達
同

士
認
め
合
い
、力
を
あ
わ
せ
ら
れ
る
子
ど
も
⑤
働
く
こ

と
の
喜
び
と
大
切
さ
を
知
り
、生
活
を
切
り
拓
い
て
い

く
子
ど
も
⑥
平
和
を
願
い
、い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
関
心

を
持
つ
子
ど
も
。以
上
６
つ
の
め
ざ
す
子
ど
も
像
に
そ
っ

て
保
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

八
頭
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会　
　

　

 

「
専
門
部
」っ
て
？

協
議
会
は
、
全
町
民
に
部
落
問
題
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
広
げ
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

完
全
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
啓

発
推
進
部
、
学
校
教
育
部
、
社
会
教
育
部
、

企
業
・
職
域
部
の
４
つ
の
専
門
部
を
設
置
し

て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

啓
発
推
進
部
は
、
物
品
・
教
材
の
整
備
等

に
よ
る
啓
発
、
学
校
教
育
部
は
、
保
育
所
・

小
学
校
・
中
学
校
の
人
権
教
育
の
連
携
、
社

会
教
育
部
は
同
和
問
題
部
落
学
習
会
の
教
材

選
定
、
企
業
・
職
域
部
は
、
企
業
内
の
人
権

研
修
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実 　

 

践  　

発 　

 

表

分　
　

散　
　

会

学
校
教
育
部
会 

× 

社
会
教
育
部
会 

合
同
研
修
会

学
校
・
地
域
・
家
庭
の
連
携
に
向
け
て

実践発表の様子
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期間中展示
　　　　10月26日（日）　　 　　■各種団体等の作品展示

　○ 保育所児童による工夫を凝らした共同

作品

　○ 小・中学校での人権教育や地区進出学

習会の活動状況

　○各地区同和教育推進委員会の活動状況

　○地域の方の作品

　○ センター事業　各教室（生花・書道・

英語）創作活動（エコ作品等）

　○各種交流会等の活動の様子　など

■パネル展示

　○人権についてのパネル展示

９時0５分～　意見・体験・学習発表

　● 船岡地域の小・中学校の児童・生徒・

一般の方による人権問題や同和問題に

関する意見・体験発表

１０時００分～　船岡地域保育所児童の歌

１０時１０分～　科学実験ショー

１０時４０分～　各種販売等

　販売：たい焼き・焼き鳥・焼そば ほか

　無料：ぜんざい・なめこ汁・きな粉餅

第26回

船岡人権啓発センターまつり
第26回

船岡人権啓発センターまつり
差別をなくす学習から、差別をなくす行動へ

船岡人権啓発センターまつりを 10月
24日から10月 26日まで開催します。
今年で 26回目となり「差別をなくす

学習から、差別をなくす行動へ」をテー
マに行います。
この期間中に催される主な内容をご紹

介します。

　　　　　　 と　き　　　　　　 

10月24日（金）
　　～26日（日）
午前8時30分～午後5時

 　　　　　　ところ　　　　　　 

船岡人権啓発センター

☆ このまつりをとおして、同和問題・人権問題

の重要性を再認識していただきたいと思いま

す。町民多数のお越しをお待ちしています。



公民館だより 連
絡
先

〒680-0463
八頭町宮谷80番地
八頭町中央公民館
 ☎ 72-3113
FAX.72-3488

花のある町づくりを推進し、潤いと安らぎのある美しいまちを実現することを目的に、毎年「花
と緑の町づくり事業」で、春と秋の年2回花苗のあっせんを行っています。
※各集落のとりまとめ・配布については、各集落へ文書で案内いたします。

本年度より、事業所にもあっせんします。

 作品展示の部 　開 催 日　11月1日（土）～11月2日(日)
会 場　中央公民館、船岡地区公民館、八東地区公民館
開演時間　9:00～17:00(但し、11月2日(日)は、16:00まで)
内 容　絵画・書道・手芸・工芸・写真・俳句　各種作品展示

 芸能発表の部 　開 催 日　11月2日(日)
会 場　八東体育文化センター
開催時間　10:00～11:40、13:00～16:00
内 容　町内３地域公民館利用グループ等による発表
　　　　　民舞・合唱・楽器演奏・詩吟・謡曲・カラオケ 他
※催しもの(予定時間)
【無料】・お茶席（10:00～15:00）・豚汁（11:30～なくなり次第終了）
【有料】・山菜おこわ・勘右衛門の世直しニラ餃子

　　　・お菓子（ミモザマム）（11:00 ～完売まで）

八頭町合併 10 年の節目を迎え、芸能発表の部を本年度は八東体育文化センターで開催する
ことになりました。なお、作品展示につきましては、中央公民館、船岡地区公民館、八東地区
公民館で行いますので、多くの皆様ご来館ください。

場　所　中央公民館
日　時　10月26日（日）10：00～11：30 　 
　映画　「マダガスカル２」

みんな
見に  来てね！

子どもシアター

八頭町文化祭開催
11月1日（土）～11月2日（日）

「花と緑の町づくり事業」秋の花苗あっせん

 花苗品種 �パンジー・ビオラ　 申込期限 �10月17日（金）
 花苗価格 �1本30円（消費税込…定価55円のところ30円であっせんします）
 配布日時 �11月7日（金）午後1時～3時
 配布場所 �郡家地域：中央公民館　船岡地域：船岡地区公民館　八東地域：八東総合運動公園
 申し込み・問い合わせ �
中央公民館　☎72-3113　FAX�72-3488

※ 芸能発表会
場への送迎
バス運行表
は別途配布
します。

ビオラパンジー

個人への
あっせんは
行って

  おりません。 
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おはなし会     ※申込不要・大人も入れます。
郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

日にち
時　間

10月18日㈯
10：30～11：00
14：30～15：00

10月25日㈯
10:30～11:00

10月29日㈬
16:00～16:30

�10月11日㈯
14：00～14：30

10月29�日㈬
16：00～16：30

１０月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

　新しく入った本

郡家図書館

船岡図書館

八東図書館

休館日 開館時間 10：00 ～ 18：00

みんなの図書館 郡家図書館  八頭町宮谷256-4 ☎（0858）72-6660
船岡図書館  八頭町船岡539-1 ☎（0858）72-3970
八東図書館  八頭町北山48-1 ☎（0858）84-6622
http://library.town.yazu.tottori.jp/　携帯電話からの本の検索・予約はこちら⬆

１　すえずえ しゃばけシリーズ13 畠中　　恵
２　ベイジン　上・下 真山　　仁
３　岳飛伝 10（天雷の章） 北方　謙三
４　すいか 2 木皿　　泉
５　散歩が楽しくなる雑草手帖 稲垣　栄洋
６　オリンピックまるわかり事典 ＰＨＰ研究所 編

１　挽歌 原田　康子
２　アボカドベストレシピBOOK　　
３　柳原白蓮 井上　洋子
４　すりへらない心をつくるシンプルな習慣 心屋仁之助
５　世界一うつくしい昆虫図鑑 クリストファー・マーレー
６　おわらない音楽 小澤　征爾

１　それは秘密の 乃南　アサ
２　マスカレード・イブ 東野　圭吾
３　荒神 宮部みゆき
４　87歳。紫竹おばあちゃん幸せの花園 紫竹　昭葉
５　おはなしばあさんと風来坊 川端　　誠
６　さいとう市立さいとう高校野球部２ あさのあつこ

＊他館所蔵のものは、お取り寄せできます。
＊貸し出し中の場合はご予約ください。
　（インターネット・携帯電話からも予約ができます）

としょ豆コーナー：知っとる？鳥取県立図書館で借りた本を八頭町の図書館で返してもいいだって！　　なんちゅうべんりだー。

 受付期間  10月24日（金）～11月26日（水）
 プレゼント引換期間 �10月24日（金）～12月7日（日）
※詳細は各図書館のカウンターでおたずねください。
※誰でも無料で参加できます。

☆こども読書ちょきん「読書週間のまき」☆

【郡家図書館・船岡図書館】
●雑誌リサイクル市
保存年限の切れた雑誌をひとり 3冊までご自
由にお持ち帰りいただけます。
 期間 �10 月 31 日（金）～ 11 月 26 日（水）
【八東図書館】
●ブックリサイクル
皆さんのご家庭で読み終えた本、眠っている
本をご提供いただき、ご希望の方に無償で提供
する“本の市”を開催します。
 期間 �10 月 31 日（金）～ 11 月 26 日（水）
 場所 �八東図書館（丹比地区公民館　小会議室）
※持込み受付は各図書館で随時行っています。

 日時 �10月16日（木）10：30～11：00
 場所 �メニユダ（船岡保健センター）
 講師 �上川佳巳さん　桑村久美子さん
 対象 �乳幼児とその保護者
 内容 ��絵本をもとにした音楽遊び、ピアノ演奏、

手遊び他
申込不要・参加費無料です。お気軽にご参加く
ださい。

船岡図書館・子育て支援センター共催事業
えほんと楽しい音楽あそび
～秋のコンサート～

音楽とことばの世界をいっしょに楽しみましょう♪

読書週間行事のおしらせ

本を読んでポイントを集めよう！
１０ポイントごとにプレゼントがあるよ。
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まちの話題

Topic�of�town

７
月
22
日
開
催
の
町
議
会
臨
時
会
で
、

岩
見
一
郎
氏
（
前
税
務
課
長
）
が
、
議
会

の
同
意
を
得
て
、
副
町
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

（
任
期　

平
成
26
年
８
月
１
日
～

平
成
30
年
７
月
31
日
の
４
年
間
）

全
国
か
ら
公
募
し
て
い
ま
し
た
若
桜

鉄
道
の
社
長
に
、
東
京
都
の
山
田
和
昭
氏

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
は
、
鉄

道
フ
ァ
ン
の
中
で
は
有
名
な
方
で
、
秋
田

県
由
利
高
原
鉄
道
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
さ
れ
て
い
る
方
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

８
月
31
日
（
日
）、全
集
落
を
対
象
（
任

意
参
加
）
に
八
頭
町
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
９
月
１

日
を
「
八
頭
町
防
災
の
日
」
と
定
め
、
直

前
の
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。訓

練
で
は
、
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の
運
用
訓
練
を
、

午
前
７
時
28
分
よ
り
開
始
し
、
午
前
７
時

30
分
に
八
頭
町
内
で
震
度
６
弱
の
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
集
落
災
害
対
策

本
部
の
設
置
、
住
民
の
自
主
避
難
、
安
否

確
認
、
被
害
状
況
調
査
、
災
害
時
要
援
護

者
の
避
難
支
援
な
ど
、
各
集
落
で
初
動
体

制
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
度
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、

郡
家
殿
、
橋
本
、
下
徳
丸
集
落
を
指
定
し
、

町
と
合
同
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

下
徳
丸
集
落
で
は
、
初
動
体
制
訓
練
の

ほ
か
、
自
警
団
・
町
消
防
団
合
同
に
よ
る

消
火
訓
練
、
日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
、
広
域
避
難
所
受
け
入
れ
訓
練
、

警
察
署
パ
ト
カ
ー
を
先
導
に
し
た
広
域
避

難
所
ま
で
の
移
動
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
で
想
定
し
た
大
地
震
の
よ
う
な
大

規
模
災
害
時
に
は
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
、

道
路
の
損
壊
等
が
同
時
多
発
的
に
発
生
し
、

消
防
機
関
や
行
政
機
関
等
の
活
動
が
著
し

く
制
限
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
八
頭
町
防
災
の
日
」
を
契
機
に
住
民

一
人
ひ
と
り
が
、
近
年
多
く
発
生
す
る
土

砂
災
害
含
む
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備

え
、「
自
分
た
ち
の
地
域
と
自
ら
の
命
は
、

自
分
た
ち
で
守
る
」
た
め
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

副
町
長
を
選
任

若
桜
鉄
道
社
長
紹
介

防
災
訓
練
を
実
施

日赤奉仕団による炊き出し訓練

広域避難所へ避難する様子

話題・情報は、企画課へ
TEL�84-1228　FAX�84-2818

eメール　yazu-kouhou@town.yazu.tottori.jp

岩見　一郎 氏
（上野・新任）

山田　和昭 氏
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８
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
ア
メ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
た
、
12
歳
以
下
の
「
カ
ル
・
リ

プ
ケ
ン
杯
少
年
野
球
選
手
権
」
に
、
中
央

中
学
校
の
福
田
駿
君
（
１
年
生
）
が
、
日

本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

と
ラ
イ
ト
の
守
備
で
出
場
し
、
準
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

福
田
君
は
小
学
６
年
の
冬
か
ら
鳥
取
の

野
球
チ
ー
ム
で
硬
式
野
球
を
始
め
、「
５

月
に
大
阪
で
行
わ
れ
た
選
考
会
で
、
日
本

代
表
に
選
ば
れ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
初
め
て

の
海
外
遠
征
は
、
言
葉
も
通
じ
ず
、
食
事

も
合
わ
な
か
っ
た
の
で
苦
労
し
た
。
外
国
チ

ー
ム
の
選
手
は
体
格
も
良
く
パ
ワ
ー
が
あ

り
圧
倒
さ
れ
た
。
試
合
で
は
２
塁
打
を
放

つ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
が
、
決
勝
戦
で

は
予
選
で
勝
っ
た
チ
ー
ム
に
負
け
た
の
で
悔

し
か
っ
た
。
ヒ
ッ
ト
が
２
本
打
て
る
よ
う
な

選
手
に
な
り
た
い
。
目
指
す
は
甲
子
園
！
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

８
月
23
日
か
ら
25
日
の
3
日
間
、
見
槻

中
の
中
村
集
落
で
「
武
蔵
野
市
家
族
自
然

体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
槻
中
の
中
村
集
落
で
は
、
約
20
軒
の

家
庭
が
主
体
と
な
り
、
住
民
手
づ
く
り
の

地
域
交
流
と
し
て
東
京
都
武
蔵
野
市
と
交

流
を
始
め
、今
年
で
10
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
５
家
族
17
人
が
訪
れ
、
竹
と
ん

ぼ
や
竹
笛
を
作
っ
た
り
、
魚
と
り
や
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
の
い
か
だ
下
り
、
鉄
道
公
園

で
の
鉄
道
操
作
な
ど
、
八
頭
町
な
ら
で
は

の
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２
泊
と
も
受
け
入
れ
の
家
庭
に
民
泊

し
、
と
れ
た
て
の
野
菜
を
満
喫
し
た
り
、

花
火
を
楽
し
ん
だ
り
と
田
舎
の
静
か
な
夜

を
過
ご
し
、
最
終
日
は
、
笑
顔
と
涙
で
２

年
後
の
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

味
覚
の
秋
を
迎
え
、
徳
丸
地
内
に
あ
る

「
は
っ
と
う
フ
ル
ー
ツ
観
光
園
」（
田
中
康

夫
代
表
）
が
８
月
23
日
（
土
）
に
開
園
し

ま
し
た
。

開
園
を
記
念
し
て
、
26
日
（
火
）
に
は

町
内
保
育
園
の
年
長
園
児
約
１
０
０
名
が

招
待
さ
れ
、梨
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
梨
生
産
者
の
中
屋
史
男
さ
ん

か
ら
収
穫
の
仕
方
を
教
わ
っ
た
園
児
た
ち

は
、も
ぎ
た
て
の
梨
を
丸
か
じ
り
し
て
「
お

い
し
い
！
」
な
ど
と
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、

二
十
世
紀
梨
の
み
ず
み
ず
し
さ
と
、
ほ
ど

よ
い
果
肉
の
質
感
を
継
承
し
た
「
真し

ん
じ
ゅ寿
」

と
い
う
品
種
の
梨
を
堪
能
し
ま
し
た
。

八
頭
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
や

ず
ぴ
ょ
ん
』
が
９
月
５
日
（
金
）
に
サ
ン

マ
ー
ト
郡
家
店
で
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン

プ
リ
へ
の
投
票
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
の
１

年
に
一
度
の
お
祭
り
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
投
票
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
の
ゆ
る
キ

ャ
ラ
の
１
位
を
決
め
る
も
の
で
、「
や
ず
ぴ

ょ
ん
」
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、町
内
の
あ
ち
こ
ち
に
出
か
け
、

「
や
ず
ぴ
ょ
ん
」
を
P
R
し
て
い
き
ま
す
。

期
間
は
10
月
20
日（
月
）ま
で
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
て
、
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.yurugp.jp/

日
本
代
表
と
し
て
出
場

２
年
ぶ
り
の
再
会　

は
っ
と
う
フ
ル
ー
ツ

観
光
園
開
園　

「
や
ず
ぴ
ょ
ん
」
に
毎
日
１
票

投
票
を
お
願
い
し
ま
す

福田　駿　君

今年も交流を深めました

大きい梨がとれました

投票をPRする「やずぴょん」
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２０１5年世界農林業センサスの統計調査員を募集
平成 27年 2月1日現在で全国一斉に“農林業

の国勢調査”といわれる「2015 年世界農林業セ
ンサス」を実施します。
農林業センサスは、全国の農家や林家をはじ

め、すべての農林業関係者を対象として行う大
規模な調査で、食料の安定供給や環境の保全な
ど大きな役割を担っている農林業の未来を築い
ていくための大変重要な調査です。
八頭町では、この統計調査の調査員を募集し

ますので、希望される方は、八頭
町役場企画課（電話 84-1228）ま
でご連絡ください。
 募集人数 �100名程度
 応募資格 
①20～74歳の心身ともに健全である方
②�任期中は、調査の実施に関して積極的に協力
できる方

③�調査に関して理解があり、責任を持って調査
事務を遂行することができる方

④調査により知りえた秘密を守ることができる方
⑤�担当する区域内の事業に明るく、住民の信頼
がある方

⑥�税務に関する公務員、警察官及び選挙事務に
直接関係しない方

 任命期間 �平成27年1月9日（金）
　　　　　　　～平成27年3月8日（日）
 主な業務 ��調査客体を訪問し、調査票の配付・

収集・点検を行う。
 調査員報酬 �20調査客体の場合で、25,000円程度
 応募締切 �平成26年10月17日（金）

MY
BAG

お買い物には、マイバッグ
を持参しましょう

１０月３１日まで「秋の農作業安全運動期間」

農地を守りましょう！

定例農業委員会の開催について

農繁期を迎え、農作業中の事故や農機具の盗
難が多発する時期です。
次のことに気をつけましょう。

<安全な農作業を行うために>
・��家族や仲間と互いに声をかけ、作業場所や
帰宅時間などを確認しあう

・�家を出るときは、携帯電話を必ず持ち歩く
<農機具の保管・管理>
・��農機具をほ場に放置せず、目の届く場所に
保管するか、鍵のかかる倉庫などにしまい、
定期的に見回りをする

・�機械に鍵を差したままにしない
 問い合わせ �産業観光課�☎76-0208

近年、農業者の高齢化や担い手不足などに伴
い耕作放棄地が年々増加する傾向にあります。
農地として適正に管理されていないため、雑草
の繁茂や病害虫の発生による周辺農地への悪影
響ばかりでなく、火災や防犯上の危険が懸念さ
れています。
農地を一旦遊休地化させてしまうと、耕作可
能な状況に復元するには大きな労力と費用を要
します。休耕される場合でも草刈りや定期的な
耕うんを行い、農地を適正に管理されますよう
お願いします。
また、農業委員会活動の一環として、農地を
荒廃から守るため、耕作放棄地・違反転用の発
生防止及び実態把握のため各地区の担当農業委
員が農地パトロールを行っています。農地への
立ち入りの際には、ご理解とご協力をお願いい
たします。

 日　時 �10月9日（木）午後1時30分～
 場　所 �船岡庁舎　会議室
 提出先・問い合わせ 
農業委員会事務局　☎76-0207
申請書は、毎月 20 日までに提出してくださ
い。翌月の定例農業委員会で審議します。

本年も農地パトロー
ルを実施します。
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10月は・・・

 町県民税（第３期分）の納付月です

 納付期限、口座引落日は10月31日（金）です。
 納期内の納付にご協力をお願いします



「コリドー21恋結びパーティー2014」参加者募集

「第６回 隼駅まつり」

八頭町ケーブルテレビ（11ch）10 月放送番組

第 9 回森下広一杯八頭町マラソン大会

コリドー 21 では、次のとおり「恋結びパー
ティー」を開催します。ぜひご参加ください。
 日　時 �11月16日（日）午後3時～6時
 会　場 �「砂丘の家レイガーデン」

�　　　��鳥取市福部町湯山2164‐804
 募集対象 ��概ね30歳～45歳の独身男女各20名

（岩美町、香美町、新温泉町、鳥取市、
八頭町、若桜町に在住・在勤の方）

 参加費 �男性2,500円　女性1,500円（当日集金）

 申込方法 ��①氏名②年齢③性別④住所⑤電話

番号⑥E-mailアドレス⑦ニックネー
ムを明記のうえ、はがき、FAX、
E-mailでお申し込みください。　
（※電話での申し込みは不可）

 申込締切 �10月31日（金）必着

 問い合わせ（申し込み）

コリドー21事務局（香美町役場内）
☎0796-36-1962　FAX:0796-36-3809
E-mail:kikaku@town.mikata-kami.lg.jp

　新しく放送される番組　
・中央、船岡、八東中学校の運動会
・八頭町防災訓練
・フルーツ観光園オープン
・東京都武蔵野市家族自然体験
・親子運動教室
　放送中の番組　
・日韓子ども交流
・祝　八頭高校　甲子園出場
・グリーン・ツーリズム施設紹介
・川遊びフェスタin八東川
・きらめき祭
・負けんで！特殊詐欺！
・進む企業誘致

 日 時 �10月13日（月）体育の日　 受 付 �8:00～9:00　 開 会 式 �9:00～
 会 場 �船岡中学校グラウンド（スタート・ゴール）
 ス タ ー ト �9:40（ファミリーの部）
※ファミリーの部は、当日先着 500 名受付（参加費無料）。一人での参加も可。
※乳児（ベビーカー、抱っこ等）を連れての参加はご遠慮ください。
※ ハーフマラソン、10km、5km、3km の種目にエントリーされている方は、ファミリーの部
への参加はできませんのでご了承ください。

 問い合わせ �「第9回森下広一杯八頭町マラソン大会実行委員会」事務局
　　　　　　八頭町教育委員会内　☎84-1232

YAZU
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全国各地からライダーをお迎えし、スズキ株式会
社の協力を得て「隼駅まつり」を開催します。
 日　時 ��10月12日（日）10:30～13：30
 会　場 ��竹林公園及び隼駅周辺
　 　 　 　 ＊ ス テ ー ジ イ ベ ン ト ＊ 　 　 　
・ローカルヒーローショー
・ジャンケン大会、ビンゴゲーム大会
　（対象はライダーのみ）
　　　　　＊出店コーナー＊　　　　　
・飲み物サービス（ＮＴＴ西日本）
・木工品販売（鳥取刑務所　矯正展）
・地元特産品等販売
・各種グッズの販売
・軽食販売
　　　　　　　＊その他＊　　　　　　　
・参加者全員で記念撮影・空中撮影
・レーシングカー展示（TEAM�ADACHI）
・白バイ展示
※内容につきましては、変更になる場合があります。
 主　　　催 　隼駅を守る会
 問い合わせ 　隼地区公民館内�☎72-1611

｢金婚｣該当の皆さまへ
八頭町では、金婚（結婚して50 年）を迎えられ

たご夫婦をお招きし、11月上旬、祝いの会（金婚式）
を催す計画をしています。
今年度の対象は、昭和 39 年 4月1日から昭和

40 年 3月31日までにご結婚されたご夫婦です。
今年 7月に区長さんを通じて照会済ですが、該

当もれになっていると思われる方は、福祉環境課
へお問い合わせください。

  申し込み・問い合わせ �福祉環境課�☎76-0211



国際的視野の育成を！
＝日韓子ども交流事業＝

日韓子ども交流を通して
隼小学校６年　中村　珠

しゅ

音
おん

ぼくが交流で学んだことは、言葉の違いです。予想通り、
言葉が通じなくて困り、何を言っているのか分かりません
でした。自分なりに、ジェスチャーなどで伝える工夫をす
ることができたけれど、もう少し韓国語の勉強をしておけ
ばよかったと思いました。

韓国は、とてもよく日本と似ていました。例えば、自然
の景色が八頭町とよく似ていたり、主食は、ご飯を箸で
食べたりすることが分かりました。

少し驚いたことは、食べる時に食器を持つと行ぎが悪いと
か、出された物を全部食べると足りないと思われて、また次を
入れられるので残しても失礼にならないということでした。

韓国は日本とは違う国だけれど、文化や言葉の違いが
あっても、みんな優しく教えてくれたり接してくれたりして
身近な国に感じることができました。

今回は参加人数が６人だったけれど、八頭町の人達とも
一緒に楽しく交流できたことや、隼小学校の６年生３人全
員で参加することで思い出がまた一つできて良かったです。

韓国での交流会
隼小学校６年　古田　莉

り

都
づ

私は、初めての海外だったので、無事に帰れるかと思う
と、とてもドキドキしました。

韓国に着き、高いビルがあってすごいなと思いました。昼
ご飯は食事が全部辛くて、舌がひりひりして痛かったです。

2日目、約 10 日ぶりに韓国の人達と会いました。すぐ
に仲良くなれて良かったです。その日の夜は、みんなで楽
しくお菓子を食べて寝ました。

次の日は、朝から辛い物だったので残しました。韓国の人
達は、食器を持たないという伝統らしいので、おどろきました。

横城郡でも大きな祭りの一つ、「トゥンネトマト祭り」で、か
さおどりを披露しました。緊張したけれどとても楽しかったです。

韓国の人たちとお別れした後、ロッテワールドという遊
園地に行きました。アトラクションがとってもおもしろくて、
楽しむことができました。

日本に着くと、日本の食べ物がおいしく感じました。一番
心に残っている事は、ご飯は残すのが礼儀という事です。

とても良い思い出になったなあと思いました。

７月 25 日（金）から７月 29 日（火）まで、
韓国横

フェンソン

城郡の子ども達 12 名が来町し、８月７
日（木）から８月 11 日（月）まで、八頭町の
子ども達６名が横城郡を訪問しました。

この交流事業は「異文化交流、学校生活体
験、スポーツ交流、合同宿泊等の活動を通して、
国際的視野を持った子ども達の育成を図るこ
と」を目的として実施されており、八頭町に
なってから 10 年目となりました。

日韓子ども交流事業に参加していただいた、
引率の先生と児童にレポートを提出していた
だきましたので、要約して掲載します。

隼小学校  校長  山﨑泰央
子どもたちは 6 名とも、外国旅行が初めてで、中には
飛行機に初めて乗る子どももいました。体調を崩すことも
なく外国の文化や習慣を学び、韓国の子どもたちとの交
流を楽しむことができました。
◇学校訪問交流について
訪問先の公

コン

根
グン

初等学校は、児童数 58人という隼小学
校と同じような小規模校でした。
英語教育とゴルフ教育を特別教育課程として組み入れた

運営が行われていました。英語教室が整備されていて、かな
り充実した英語活動のように見受けられました。週 1時間ゴ
ルフの時間があるため敷地内にゴルフ練習場が存在すること
は、子どもたちだけでなく私たち大人にとっても驚きでした。
◇山菜村での交流活動について
山菜村では、交流合宿しながらマスつかみ、ビビンバ

作り、訴願灯作りなどを行いました。積極的に取り組む
姿は韓国の子どもたちに多く、最後まで粘り強く取り組む
姿は日本の子どもたちに多く見られたと思います。
韓国の子どもが日本の子どもの名前を積極的に呼んで

教えてくれることで、日本の子どもたちはスムーズに作業
や体験を行うことができたと思います。言葉が通じなくて
も、一緒に生活することで心を通わせる姿が見られたの
は、交流の成果だと思いました。
◇最後に
この日韓子ども交流事業には大きな意義があります。

交流事業に参加した日韓の子どもたちが、将来お互いの
国の文化の橋渡しを担う大人に成長し、よりよき国際人
になることを期待しています。
今回の交流に携わってくださった多くの方々 に、感謝します。

韓国との交流を終えて
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日韓子ども交流事業に参加して
丹比小学校６年　大呂　夏

なつ

希
き

「アンニョハセヨー。」
待ちに待った交流１日目。日本と韓国の旗をふりながら韓国

の人をお出迎えする時、ドキドキして楽しみな気持ちと、言葉
が通じないのに交流ができるだろうか…という不安が入り混じ
っていました。

はじめは、韓国の子同士でじゃれあい、日本の子どもは無
言のままでした。『いつまでたってもこのままじゃ交流しているこ
とにならない！』と思い、勇気をふりしぼって「Do you speak 
English？」と尋ねてみると「Yes.」と返してくれました。その時
から不安は一切かき消されました。それからは、韓国語だけで
なく、日本語や英語、身振手振も使って会話ができるように
なりました。

私にとって、この日韓子ども交流はとても大切な良い経験に
なりました。言葉が通じなくても、表情や身振手振などで言い
たいことを伝えたりできることを改めて知りました。

将来、外国へ行ったときなど、今回の経験を思い出して
積極的にふれあえたらいいなと思います。この経験、この
思い出、この出会いを一生の宝物として大事にしていきます。

三日間の交流で感じたこと
隼小学校６年　本田　敬

けい

志
し

韓国の人と３日間日本で交流をして心に残ったことは、１
つ目は、言葉は通じないけど、ジェスチャーや英語を使って
会話をする事ができた事です。うちわを貸してもらいたい時
は、あおぐジェスチャーをして、その後に「プリーズ」と言い
ました。「アニョハセヨ」が「こんにちは」だけではなく、他
の意味も表しているということにも気づく事ができました。

２つ目は、歓げい会で「テコンブ」という、空手のような
演技を見せてもらった事です。硬いかわらや木も上手にわ
っていて、たくさん練習をしたのだと思いました。

３つ目は、日本の料理の事です。一緒にそうめんやおに
ぎりを作って食べた時、「おいしい！」と日本語で言ってくれ
たのでうれしかったです。韓国にもそうめんはあるようなので、
そうめんは世界に通用する食事なのだなあと思いました。

３日間のいろいろな交流を通して、韓国の人に日本の文
化や伝統にふれてもらえて良かったです。韓国の人からも
親切にしてもらえました。これからも、できれば韓国の人と
交流したいです。

日韓子ども交流事業に参加して
大江小学校６年　中西　星

せい

陽
よう

初めて韓国の人と会って言葉が伝わらないけどだいじょ
うぶかなあとかこれから協力したり仲よくしたりできるかなあ
とか心配しながら交流が始まりました。

交流で一番心に残ったのは、プールと昼食作りです。
まずプ－ルでは韓国の友達と楽しく交流できました。特に、

いかだレースでみんな必死にこいでいたからぼくも楽しかっ
たです。

昼食作りでは、始め、協力ができませんでした。でもや
っていくうちに少しだけど話ができるようになってきました。
それに、おにぎりを作るとき韓国の友達がラップをうまく切
られないときに、自然に手伝ってあげることができました。
そのとき「ありがとう。」といってくれたのでうれしかったです。
みんなで協力して作った昼ご飯はとてもおいしかったです。

ぼくは、最初の不安は消えて韓国の友達と仲よくなれて
よかったです。この交流に参加してなかなかふれあえない外
国の人ともふれあえたので参加してよかったと思いました。

日韓子ども交流事業に参加して
八東小学校６年　澤田　 龍

りゅう

輝
き

ぼくは、日本と韓国の文化はどれだけ違うのか、どんな
食事をしているのかが知りたくて、この日韓子ども交流に参
加しました。

まず、ぼくが韓国に行って思ったことは、韓国の人たち
の明るさと元気とやさしさです。夜おそくになっても遊んで
いたから、それほど元気なんだなあと思いました。食べ物は、
からいもののイメージがあったけど、からくないものもあって
安心して食べられました。

日本と韓国の同じところは、橋の形、ホテルの作り、自
然が多いことです。違うところは、箸が鉄だったり、食べ物
がたくさん出されることです。たくさん食べたら、たくさん食べ
物が出てきます。それに、残しても良いという文化があります。

この交流で一番印象に残ったことは、トマト祭りです。
会場にトマトがたくさんならべてありました。日本と違う種類
のトマトや、日本と同じようなトマトもありました。この祭りで
かさおどりを披露しました。

ぼくは、この交流を通して、とくにアン・セチャン君と友
達になれたし、八頭町の人とも仲良くなれたし、韓国の文
化も分かって良かったです。

YAZU
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初めての韓国料理 トゥンネトマト祭りに参加
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独身のご子息・ご令嬢様のおられる
親御様。まずは無料相談会に
どうぞお気軽にご参加ください
（お1人ずつ対応させて頂きます）

営業時間

で　　検索

マリエンはあなたの婚活を応援します！

ホープスターとっとり

TEL（0857）
　　26-33１１

で
の
な
楽
が
り
座
ち
立

す
ま
け
頂
ぎ
ろ
つ
く
お
30席限り

和室テーブル膳

5,000
マイクロバス無料送迎致します。
10人様以上（要予約）お客様のご予算に応じて承ります。

（税・サ別）

10 月の土曜市は（10 月４日土曜日）９時～１１時
大好評！つき立てもち（5 個入りパック：250 円）
はっとう産りんご（秋映）、梨（あきづき）
どちらも大人気のおいしさです。
その他、特価品満載。是非お出かけ下さい。
 問い合わせ　フルーツ総合センター ☎ 84-3870

フルーツ総合センターからの
お知らせ

第38回劇団カッパ座鳥取公演 しらゆきひめ
 と　き  10月26日(日)13：30開演（13：00開場）
 ところ  とりぎん文化会館　梨花ホール
 前売券  おとな 1,600 円（中学生以上）
　　 　  こども 1,100 円（３歳～小学６年生）
※３歳未満でも席使用の場合は「チケット」が必要です。
※当日券は、おとな券・こども券共 500 円増しです。
 チケットのお求めは♪ 
　郡家カッパ友の会　☎ 070-6801-8167
※今年からWEBでも注文できるようになりました。 　 
http://www.kappa-za.co.jp/tottori/

全席
自由席
です。



ひとのうごき 平成26年9月15日届出現在（敬称略）

八頭町の
世帯数と人口

９月1日現在
（　）内は前月比

世帯数� 6,031世帯（- 1）

総人口� 18,254人　（- 9）

　　男� 8,781人　（+ ３）

　　女� 9,473人　（-1２）

 因幡霊場の休場日
今月の休場日は10月17日（金）です。
詳しくは、因幡霊場（☎0857-51-8320）へ

YAZU
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お
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誕生日 名　　　　前 ところ おとうさん・おかあさん

8 月 9 日 岡森　葵
き い

音 （延命寺）秀　樹・沙央理

19 日 西村　　陸
りく

（郡家西区）　学　・奈都子

22 日 松本　　悠
ゆう

（郡家西区）匡　史・　望望

25 日 亀井　啓
はる

真
ま

（米　岡）大　輔・晃　子

9月 1日 井上伊
い お な

穂奈 （下津黒）大　輔・智　子

3日 山根　梨
り く

紅 （久能寺）義　人・優　子

5日 杉本　奏
かな

汰
た

（花　原）直　矢・杏　奈

9日 大西　花
か

凛
りん

（上　野）貞　如・悦　子
　

お

く

や

み

　

日　　付 名　　　前 ところ 年齢

8月　16日 岸　本　和　江 （坂　町） 87歳

16日 山　根　テル子 （西　谷） 9０歳

16日 井　上　道　子 （郡家中区） 65歳

17日 見　 　矩　男 （才　代） 88歳

20日 中　村　光　子 （若　葉） 77歳

20日 河　上　佐紀子 （別　府） 86歳

23日 浦　林　哲　雄 （下　野） 69歳

26日 風　坂　たま江 （大　江） 98歳

31日 大　山　敏　男 （小別府） 92歳

9月　 2日 村　上　三重子 （明　辺） 88歳

3日 池　長　鹿　藏 （郡家西区） 94歳

3日 岡　本　林太郎 （延命寺） 96歳

6日 角　田　道　男 （才　代） 9０歳

11日 高　垣　隆　子 （坂　田） 94歳

15日 内　田　 　隆 （用　呂） 72歳

15日 上　田　しげ子 （隼　福） 88歳

総合相談（人権・行政・心配事）

10月の窓口業務時間延長実施日

弁護士による「無料相談」

巡回行政相談

 実 施 日 �10月3日･10日･17日･24日･31日の金曜日

 実施時間 �17：15～19：00

 実施場所 �八頭町役場�仮庁舎

詳しくは、福祉環境課（☎ 76-0211）または
税務課（☎ 76-0204）にお問い合わせください。

さまざまな問題に弁護士が無料で法律相談に応
じます。（事前予約制・先着4名）
 日　時 �11月7日（金）13：30～16：00

 会　場 �丹比地区公民館

 対　象 �町民一般

 予約・問合 �企画課�☎84-1228

行政に関する相談はありませんか？行政相談
委員が無料で相談をお受けします。
 日　時 �10月25日（土）13：30～15：30
 会　場 �安部地区公民館
 問い合わせ �企画課�☎84-1228

人権擁護委員、行政相談委員などが無料で相
談を受けます。お気軽にご相談ください。
 日　時 �10月22日（水）・11月12日（水）

　　　���13：30～16：00
 会　場 �中央公民館、船岡･丹比地区公民館

 問い合わせ �人権推進課�☎72-3976

行政書士会無料相談
相続・遺言、成年後見、農地転用・許認可申請・

契約など（行政書士対応）

 日　時 �10月11日（土）10：00～15：00
 会　場 �県立図書館2階　小研修室
 問い合わせ �鳥取県行政書士会事務局

　　　　　　　　☎0857-24-2744
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男女共同参画啓発シリーズ
スポーツの秋を満喫

秋になり、運動会や各種町民大会など、スポーツを楽
しむ機会が増えた方も多いのではないでしょうか。
八頭町でも毎年『体育の日』に『森下広一杯八頭町マ

ラソン大会』が開催され多くの方でにぎわいます。優勝を
目指して疾走される方、昨年のタイム更新を目指す方、参
加賞や特産品を楽しみに参加される方、森下監督と走る
ために参加される方、沿道で声援を送るのが楽しくて観
戦される方など、参加の目的は様 で々すが、きっとそれぞ
れが満足され、帰路につかれることと思います。
各自の価値観によって、目的・目標は違えどもそれぞれ

に達成感を得ることが出来るのもマラソンの大きな魅力と
言えますね！

戦場カメラマンとして著名な渡部陽一さんをお
迎えして「宝くじ文化講演会」を開催します。
入場料は宝くじの助成により無料ですが、入場

整理券が必要です。10 月 20 日（月）から町内の
公共施設等で配布します。
 日　時 �11月24日（月・祝）
�　　　��午後2時（開場午後1時30分）
 場　所 �八東体育文化センター
 演　題 「世界の戦場から
　　　　　　平和を考える」
 講　師 �渡部　陽一さん
プロフィール

1972 年 9 月 1 日生まれ。戦争の悲劇とそこで生活する人々
の生きた声を体験し、世界の人々に伝える戦場ジャーナリスト。
これまでに訪れた国は 130 か国以上にのぼる。現在も世界各国
で取材活動を続けるかたわら、週刊誌・テレビ・ラジオ等の多数
のメディアに出演。独特の語り口とユニークなキャラクターでバ
ラエティ番組でも活躍中。

 主　催 �八頭町・一般財団法人�自治総合センター
 問い合わせ �八頭町役場企画課　☎84-1228

 日　時 �11月9日（日）
　　　　午後1時30分～4時
 会　場 �八東体育文化センター
 演　題 �「笑いと明るさで夫婦円満
　　　　　　　　　　心にゆとりを！」
 講　師 �辻　イト子さん（タレント）
 寸　劇 �午後1時30分～2時
 講　演 �午後2時～3時30分
　　　　男女共同参画歌留多ビンゴゲーム
　　　　午後3時30分～4時
　　　　ワークショップ、パネル展示など
　　　　午後1時30分～4時
 問い合わせ 
八頭町男女共同参画センター☎84-2361
皆様、ぜひご来場ください。

「八頭町合併10年記念式典」を
開催します

八頭町合併10 年を記念して、以下のとおり開催します。
 日　時 �11月24日（月・祝）11：00～
 会　場 �八東体育文化センター
詳しくは広報やず 11 月号をご覧ください。

予告 宝くじ文化講演会のお知らせ

予告

予告

第10回八頭町男女共同参画
フェスティバル　　　　　

入場
無料


